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Scopus 2019年11月13日バージョンアップ情報

2019年11月13日にScopusのバージョンアップがあり、以下の変更および機能強化が行われ
ました。

1. Scopusパーソナルアカウントのリストに、著者情報が保存出来るようになりました。

2. 著者プロファイル情報にMendeleyプロファイルとのリンク情報が表示されます。

3. Alert機能のActive/Inactive状況が確認出来るようになりました。

4. 文献ページに表示される出版社サイトへのリンクが不安定な場合の情報を表示いたします。



1. Scopusパーソナルアカウントのリストに、著者情報が保存出来るようになりま

した。

29 November 2019

Title

Scopusのパーソナルアカウント(Scopus上で設定用)のリスト機能に、著者情報を保存できます。
保存方法は、[所属機関詳細ページ] / [著者検索ページ] / [著者詳細ページ]からそれぞれ保存が可能です。

所属機関詳細ページから

著者検索結果ページから
(著者選択して保存)

著者詳細ページから

著者詳細ページ
– 共著者情報から
(著者選択して保存)



1. Scopusパーソナルアカウントのリストに、著者情報が保存出来るようになりま

した。(前ページからの続き)

リストに名前を付けて
保存します。

リストには保存した
著者が表示されます。



2.著者プロファイル情報にMendeleyプロファイルとのリンク情報が表示されます。

(プロファイルが確認されている場合)



現在設定のAlertの

Active/Inactive状態が確認

出来るようになりました。

(Alert受信者がいなくなっ

た場合、AlertはInactiveに

なりますが、Alertリストに

は設定Alert情報が残りま

す。)

3. Alert機能のActive/Inactive状況が確認出来るようになりました。



Scopusでは、収載された文献情報にDOIがない文献の場合は、自動的に出版社サイトへのURLを表示するアルゴリズムの

設定になっております。

しかしながら、稀なケースとして出版社へのURLをアルゴリズムが作成できなかった場合、注記を表示するようになりまし

た。

4.文献ページに表示される出版社サイトへのリンクが不安定な場合の情報を表示します。


